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１人あたりの財産額

182 万 9,344 円

町の財政運営の状況を町民の皆さんに知っていただくために、

平成 27 年 9月 30 日現在の予算の執行状況等をお知らせします。

歳　　　　　入
区　分 予 算 額 収 入 済 額 収 入 率
町税 4,169,481 千円 2,188,517 千円 52.5%

地方譲与税等 58,000 千円 17,854 千円 30.8%
地方交付税 1,350,004 千円 860,613 千円 63.8%

使用料および手数料 57,091 千円 26,145 千円 45.8%
国庫支出金 2,675,086 千円 128,688 千円 4.8%
県支出金 1,034,336 千円 233,923 千円 22.6%
財産収入 54,510 千円 20,979 千円 38.5%
繰入金 666,100 千円 106,332 千円 16.0%
繰越金 172,536 千円 229,861 千円 133.2%
諸収入 297,457 千円 40,509 千円 13.6%
町債 0千円 0千円 0.0%
その他 236,968 千円 135,681 千円 57.3%
合　計 10,771,569 千円 3,989,102 千円 37.0%

歳　　　　　出
区　分 予 算 額 支 出 済 額 執 行 率
議会費 118,415 千円 56,895 千円 48.1%
総務費 1,637,153 千円 545,237 千円 33.3%
民生費 2,134,841 千円 611,477 千円 28.6%
衛生費 1,081,413 千円 256,704 千円 23.7%

農林水産業費 1,692,969 千円 346,535 千円 20.5%
商工費 410,999 千円 213,205 千円 51.9%
土木費 1,245,668 千円 290,739 千円 23.3%
消防費 393,837 千円 236,301 千円 60.0%
教育費 1,639,149 千円 583,219 千円 35.6%

災害復旧費 0千円 0千円 0.0%
公債費 347,625 千円 194,896 千円 56.1%
その他 69,500 千円 49,500 千円 71.2%
合　計 10,771,569 千円 3,384,708 千円 31.4%

会　　計　　名 予　算　額 収 入 済 額 収　入　率 支 出 済 額 執　行　率
後期高齢者医療事業 87,928 千円 27,494 千円 31.3% 19,404 千円 22.1%
国民健康保険事業 994,937 千円 375,889 千円 37.8% 441,143 千円 44.3%
国民健康保険診療事業 101,976 千円 30,350 千円 29.8% 46,656 千円 45.8%
介護保険事業 911,748 千円 346,251 千円 38.0% 371,756 千円 40.8%
介護サービス事業 5,274 千円 1,366 千円 25.9% 1,767 千円 33.5%
簡易水道事業 268,094 千円 61,491 千円 22.9% 92,849 千円 34.6%
農業集落排水事業 329,470 千円 41,639 千円 12.6% 107,824 千円 32.7%

特定環境保全公共下水道事業 122,570 千円 8,169 千円 6.7% 39,809 千円 32.5%
合計 2,821,997 千円 892,649 千円 31.6% 1,121,208 千円 39.7%

土　地 446 万 7,720.01㎡
建　物（延面積） 14 万 214.07㎡
有価証券 1,270,100 千円

出資による権利 93,889 千円

基金

財政調整基金 5,315,315 千円

減債基金 2,418,274 千円
土地開発基金 500,000 千円

その他特定目的基金 7,337,791 千円
計 15,571,380 千円

一般会計 2,867,583 千円
特別会計 2,016,427 千円
合計 4,884,010 千円

※表示金額は単位未満四捨五入

平成 27 年度
　　　上半期の財政状況を公表します

●一般会計

●特別会計

●町財産と町債の状況

１人あたりの町税負担額
（一般会計のみ）

51 万 5,674 円

※平成 27年 9月 30日現在の人口 8,512人から算出

町民１人あたりに換算すると！？町民１人あたりに換算すると！？

１人あたりに使われるお金
（一般会計のみ）

126 万 5,456 円
１人あたりの町債残高

 57 万 3,779 円

町財産の現在高

町債 ( 借金 ) の現在高

※ 予算額は 9月補正後の金額です。予算額および収入・
　 支出済額には前年度からの繰越額を含んでいます。

　　　　　　　総務課　☎ 77・4050
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経験年数 大学卒 高校卒
10 年 237,040 円 218,400 円
15 年 278,500 円 244,425 円
20 年 318,740 円 278,200 円

■学歴・経験年数別平均給料月額
（平成 27 年 4月 1日現在）

区　分 内　　　容

扶養手当（月額）

配偶者　　　                    13,000 円
配偶者以外 1人目　 　　6,500 円
（配偶者がいない場合は 11,000 円）　
 　　〃　　2人目以降　 6,500 円
※満15歳年度初めから満22歳年度末までの子
   １人につき 5,000 円を加算

住居手当（月額）
借家 12,000 円を超える家賃の額に応じ
最高 27,000 円

通勤手当（月額）
通勤距離 2km以上で距離に応じて
2,000 円から 31,600 円
（自動車等を使用する場合）

宿日直手当（１回） 4,200 円

管理職手当（月額）
・課長級　　　39,700 円～ 51,900 円
・課長補佐級  　22,200 円～ 31,700 円

■職員手当（平成 27 年 4月 1日現在）

区　分 ２6年度
住民基本台帳人口 8,652 人
歳出額（A） 104 億 3,562 万円
人件費（B） 13 億 3,183 万円

人件費率（B/A） 12.8％
25 年度（参考） 12.0％

■人件費（平成 26 年度地方財政状況調査（普通会計））
（人口は平成 27 年 3月 31 日現在）

区　分 人数・金額
職員数（A） 158 人
給　　料 5億 5,132 万円
職員手当 6,817 万円

期末・勤勉手当 2億 409 万円
計（B) 8 億 2,358 万円

１人当たり給与費（B/A) 521 万円

区　分 ラスパイレス指数
平成 24 年度 99.4（91.8）
平成 25 年度 99.5（91.9）
平成 26 年度 91.6

区　分 大学卒 高校卒
一般行政職 163,600 円 142,100 円

区　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.25 月分 0.7 月分
１２月期 1.35 月分 0.8 月分
計 2.6 月分 1.5 月分

区　分 職員数
対前年増減数

部　門 平成 26 年度 平成 27 年度

一

般

行

政

議　会 3 3 ー
総　務 43 41 △ 2
税　務 8 7 △ 1
民　生 30 32 2
衛　生 8 7 △ 1
労　働 0 0 ー
農林水産 19 18 △ 1
商　工 7 7 ー
土　木 7 7 ー
小　計 125 122 △ 3

特
別
行
政

教　育 34 31 △ 3
消　防 0 0 ー
小　計 34 31 △ 3

公
営
企
業

病　院 6 6 ー
水　道 2 2 ー
下水道 3 3 ー
その他 7 7 ー
小　計 18 18 ー

合　　計 177 171 △ 6

■職員給与費（平成 26 年度地方財政状況調査（普通会計））

■ラスパイレス指数

■初任給（平成 27 年４月１日現在）

■年次別職員数（平成 27 年 4月 1日現在）

■期末・勤勉手当（平成 26 年度支給割合）

■特別職の報酬等（平成 27 年 4月 1日現在）
区　分 給料・報酬月額 期末手当月数
町　長 850,000 円

平成 26年度

支給割合3.1 月分

副町長 670,000 円
教育長 560,000 円
議　長 300,000 円
副議長 245,000 円
議　員 235,000 円

■部門別職員数（平成 27 年 4月 1日現在）

区　分 職員数 対前年増減数
平成 24 年度 186 人 △ 8
平成 25 年度 181 人 △ 5
平成 26 年度 177 人 △ 4
平成 27 年度 171 人 △ 6

区　分 一般行政職
平均給料月額 301,600 円
平均給与月額 385,800 円
平均年齢 42.1 歳

■平均給料月額および平均給与月額・平均年齢
（平成 27 年 4月 1日現在）

※給与月額は、給料月額に職員手当の額を加えたものです。

※特別職および公営企業等会計部門を除いています。

※条例に定められている職員定数は 220 人

※期末手当は、給料・報酬月額に役職加算を乗じたものを基礎額とします。
※上記の公表金額は、税や各種保険料等を差し引く前の金額で、いわゆる
　手取り金額ではありません。

人事行政の運営等の
状況を公表します

　　　　　　　総務課　☎ 77・4050

※その他の詳細な項目については、町のHPで公表しています。

※事業費支弁にかかる職員分を含んでいます。

※ ( ) 書きは国家公務員の
時限的（2 年間）な給与
改定特例法による措置が
無いとした場合の値です。



支
援
策
を
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
林
水
産
業
と
い
っ
た
第
一
次
産

業
は
町
の
宝
で
あ
り
、
こ
の
資
源
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
部
か
ら
若
い
方

た
ち
が
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
を

創
出
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

名
田
庄
地
域
へ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
は
平
成

30
年
度
に
向
け
て
順
次
整
備
を
し
て
い
ま

す
。
町
内
全
域
に
網も
う
ら羅
さ
れ
れ
ば
、
他
の

自
治
体
の
成
功
例
な
ど
を
参
考
に
、
お
お

い
町
で
の
有
効
活
用
策
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

大
島
の
魚
を
大
々
的
に
発
信
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
若
狭
ぐ
じ
、
ア
マ
ダ
イ
の

ま
ま
だ
と
「
お
お
い
」「
大
島
」
が
出
て
こ

な
い
の
で
、
そ
の
名
前
を
つ
け
た
り
、
も
っ

と
付
加
価
値
を
つ
け
て
発
信
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
用
地
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま

す
が
、
造
成
し
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
良
い

企
業
が
来
る
わ
け
で
は
な
く
、
時
間
を
要
し

ま
す
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
方
向
性
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
は
、
一
定
の
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
特
化
し
す

ぎ
る
と
元
々
地
元
に
い
る
方
と
の
不
公
平

感
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人
口

減
少
は
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
解
決
す

る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
の
中
で
、
総
合
的
な

10
月
14
日
〜
11
月
27
日
、

町
長
と
語
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
や
企
業
誘
致
な
ど

町
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
ま
す
か
？

光
ケ
ー
ブ
ル
は
名
田
庄
に
も
導
入

さ
れ
ま
す
か
？

町
の
木
や
花
は
あ
り
ま
す
け
ど
、

町
の
魚
っ
て
な
い
で
す
ね
。

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
が
意
見
交
換
を
す
る
「
町
長

と
語
る
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
郷
地
区
、
佐
分
利
地
区
、
大
島
地
区
、

名
田
庄
地
区
の
４
会
場
で
、
各
会
場
２
回

ず
つ
の
計
８
回
行
わ
れ
、
町
政
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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名田庄西谷の企業誘致用地に建てられた植物工場



　

太
陽
光
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
割
合
は
ま
だ

ま
だ
低
く
、
電
気
料
金
の
値
上
が
り
や
コ

ス
ト
高
な
ど
諸
事
情
が
あ
る
の
で
現
実
的

な
視
点
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
補

助
金
は
、
徐
々
に
減
額
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
持
続
可
能
な
事
業
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
知
恵
を
出
し
工
夫
を
し
て
効
果
の

あ
る
も
の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
か
ら
の
声
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
申
し
上
げ
る
の
は
難

し
い
で
す
が
、
お
お
い
町
の
活
性
化
の
た
め

に
は
、
例
え
ば
第
一
次
産
業
で
は
、
都
会
か

ら
若
手
の
従
事
者
が
来
て
く
れ
る
こ
と
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
取
組
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
然
に
し
て
も
、
奥
山
、
里
山
、
川
、
海
と

全
部
揃
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
や
人
情
も
大
き

な
武
器
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
大
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
意
見
と
乖か
い
り離
し
て
は
執
行
で

き
な
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
い
う
も

の
は
政
策
と
し
て
予
算
を
つ
け
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

改
良
区
間
は
ト
ン
ネ
ル
か
ら
大
飯
地
域

側
で
あ
り
、
あ
と
1
・
2
キ
ロ
が
未
整
備
で

す
。
平
成
28
年
度
か
ら
着
工
し
て
平
成
32
年

度
に
完
成
の
予
定
で
す
。

　

土つ
ち
み
か
ど

御
門
を
地
域
資
源
と
し
て
発
信
す
る

の
は
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
占
い
や
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
女
性
に
評
判
が
い
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
切
り
口
に
進
め

て
い
く
の
も
重
要
で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
気
づ

い
た
こ
と
や
ア
イ
デ
ア
も
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
総
合
戦
略
の
中
で

も
他
の
市
町
に
な
い
取
り
組
み
に
広
が
り

を
見
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

原
子
力
発
電
に
代
わ
る
太
陽
光
、

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
。
補
助
金
な
ど
で
も
っ
と
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

町
長
が
「
こ
れ
が
し
た
い
」
と
思

う
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

坂
本
高
浜
線
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の

程
度
ま
で
整
備
す
る
の
で
す
か
？

　

嶺
北
と
嶺
南
の
格
差
に
つ
い
て
は
、
人
口

規
模
が
少
な
い
ば
か
り
に
様
々
な
悲ひ
あ
い哀
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。
嶺
南
地
域
が
活
性
化
す

る
仕
掛
け
を
嶺
南
の
首
長
や
議
会
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
域
観
光
と
し
て
嶺
南
広
域
連
携
推
進
室

が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
町
で
は

Ｐ
Ｒ
不
足
の
と
こ
ろ
を
嶺
南
全
体
で
や
っ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

住
民
福
祉
課
で
若
者
出
会
い
交
流
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
若
い
方
を
呼
ん
で

く
る
だ
け
の
魅
力
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い

る
か
し
っ
か
り
見
直
さ
な
い
と
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
役
場
職
員

だ
け
で
な
く
、
民
間
企
業
の
若
い
方
の
知

恵
を
借
り
る
と
か
、
県
の
結
婚
相
談
員
と

し
て
婦
人
福
祉
の
方
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
魅
力
の
あ
る
よ
う
な
交
流
の
機
会

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用

し
て
、
お
お
い
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
発
信

し
て
い
た
だ
き
、
交
流
や
出
会
い
の
場
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
者
が
流
星
館
あ
た
り
を
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
見
に
来
て
い
ま
す
。

嶺
北
か
ら
み
る
と
嶺
南
は
取
り
残

さ
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

町
の
「
嫁
」
不
足
が
深
刻
な
気
が

し
ま
す
。

5

住民目線のまちづくり住民目線のまちづくり
　みんなが主役のまちづくりを目指して　みんなが主役のまちづくりを目指して
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ー 2015.5 ～ 2016.3 ー

　大飯ブレイズ 20 周年記念ライ
ブは迫力のライブでした。表紙の
10 周年記念ロゴですが、まだ 10
周年の年度なので、使ってくださ
いね。

　このページ「広報名鑑」はこの
号からスタート。文字色は 6ペー
ジが青、7 ページは緑になってい
ます。他にも 9ページの「地域お
こし日記」も色分けされていない
等の違いがあります。文字色見直
すまで気づきませんでした。いつ
の間に変わっていたのやら。

　鳥獣被害を食い止めるための特集を 4 ページに
わたり掲載しました。特集の中で、動物追い払い用
花火やサル害防止ネットの補助なども掲載されてい
ますので、被害に遭われている方はチェックしてく
ださい。

　「ブンナよ、木からおりて
こい」は英語パターン等さま
ざまな種類があるのをはじめ
て知りました。

　若者ワークショップ第１回の様
子や福井工大生が町制施行 10 周
年作品の制作のため町を訪れたこ
とをカメラでスケッチに掲載して
います。

　スーパー大火勢の会場
に現れた雪の滑り台。真夏
日にフワフワの雪が積も
りビックリでした。次の
日の片付け作業中も雪は
残っていました。

6
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　2015 年の漢字は「安」。

安保条約が大きく話題になり

ましたね。2016 年はどんな

漢字になるでしょう。1 月、

2 月と世間を騒がす大きな

ニュースが何本も報道され

て騒がれていますが…

　新成人の皆さん、おめでと
うございます。町長と議長の
あいさつページの背景の写真
ですが、日の出予定時間を調
べて待ち伏せしてたのです
が、なかなか出てこなくて焦
りました。

総人口 大飯地域 名田庄地域 世帯数

H17 9,217 6,470 2,747 3,258

H22 8,580 6,046 2,534 3,144

H27( 速報 ) 8,325 6,011 2,314 3,217

おおい町の人口は、この 10 年でどのように変わったのか、国勢調査で見てみましょう。

　町民体育祭の人文字撮影の表紙。ドローンが子

どもたちに大人気でした。着陸しようとすると駆

け寄って行こうとするので、ケガをするのではな

いかとヒヤヒヤしました。あと、ドローン本体や

必要なものを揃えると 100 万円ほどかかると業者

の方から聞いていたので、壊したらいくらかかる

のだろうという心配も…。

※総務省が公表する要計表による人口速報と相違がある場合があります。

　おおい町の 10 年を広報誌
の表紙を使って見てみるこの
コーナーも最終号になりまし
た。また町制20周年のときに
何らかのコーナーを設けて振
り返りましょう。10年後の広
報担当が！（笑）

数字で見る１０年
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　旧大飯町、旧名田庄村が合併し「おおい
町」が誕生して、10年を迎えることから、
平成28年1月31日、総合町民福祉センター
に約 270名が出席し、おおい町制施行 10
周年記念式典が開催されました。
　式典は、最初に「未来へのかけはし～ふ
るさと「おおい」10年の軌跡～」のオー
プニング映像で幕開けし、中塚町長が「自
助・共助・公助のバランスのとれた「協働」
により、町の元気を創出し、10年の軌跡
を新たな繁栄の契機として未来につない
でいきたい」と式辞を述べました。
　このあと、おおい町誕生以来、町政発
展に貢献された 30 名に功労表彰、11 の
団体に感謝状の贈呈を行いました。

町制施行 10周年記念式典

　式典のあとに行われたアトラクションでは、大飯中学校吹
奏楽部による演奏、名田庄中学校 1年生、ハーモニーおおい
とやまびこコーラスによる合唱が行われました。

吹奏楽演奏や合唱で
　　　　　盛り上げました

8

𠮷辻 晴れの町政功労表彰受賞者晴れの町政功労表彰受賞者
および感謝状受賞団体は次および感謝状受賞団体は次
のとおりです。のとおりです。
【敬称略・順不同】【敬称略・順不同】

町政発展に多大な功績町政発展に多大な功績
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第 27 回関東名田庄会総会関東の地より故郷を思う

　町の PR や会員同士の親睦を目的として発足された関東名
田庄会の総会が東京都内で開催されました。今年は旧名田庄
村出身者だけでなく、旧大飯町出身者や友人を誘っての参加
もありました。森口勝会長は「いつも故郷のことを思ってい
ます。会の継続と発展に努めたいが、会員の高齢化等の心配
があるので、町の協力もお願いし、対策を考えていきたい。
町の益々の発展をお祈りします」とあいさつされました。
(1 月 16 日　東京都　台東区 )

　こんにちは。地域おこし協力隊の橋爪です。
　今回は 2月 7日に行われた雪灯

とうろう

篭まつりに参加してきま
した。雪の心配をしていたのですが、前日の夜に雪が降っ
てくれたのでほっとしました。当日は多くの人が参加し、
子どもも大人も楽しそうに雪灯篭を作っているのが印象に
残りました。みんなで作った雪灯篭は、夜にはとても綺麗
に輝いていました。

地域おこし日記

　

川
上
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
社
会
貢

献
広
報
事
業
を
活
用
し
、
川
上
の
水
車

小
屋
内
に
小
水
力
発
電
設
備
等
を
設
置

し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
自
治
会
等
で
、
活
用
し
た
い

事
業
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 　

宝
く
じ
は
広
く
社
会
に

　

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝くじの助成金を宝くじの助成金を
　　　活用しました　　　活用しました

総合政策課
☎ 77-4051

　きのこの森陶芸館で「ひな人形つくり」が行われました。
陶芸館のスタッフが焼

しょうせい

成した玉子型の土
どれい

鈴に鉛筆で絵を描き
込み、その絵に合わせて絵の具で着色していくというもので
す。完成品は表紙写真のように可愛く飾れます。
　2月 28 日にこども家族館でも行われるので、ひな祭りに備
えて、手作りひな人形を作ってみてはいかがでしょうか？
（2月 14 日　きのこの森陶芸館）

ひな人形つくりかわいい出来に満足！
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身
に
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
前
日
訪
ね

て
き
た
25
年
来
の
親
友
と
二
人
で
大
酒

を
呑
ん
だ
の
で
す
。
缶
ビ
ー
ル
を
５

〜
６
本
空
け
て
日
本
酒
（
名
酒
・
久
保

田
千
寿
）
に
突
入
。
一
升
瓶
が
空
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
や
め
て
お
け
ば
い
い
の

に
、
お
み
や
げ
の
イ
カ
と
っ
く
り
（
干

し
イ
カ
を
と
っ
く
り
状
に
形
作
っ
た
も

の
）
を
見
た
ら
、
お
い
し
そ
う
で
我
慢

で
き
ず
、
熱あ

つ
か
ん燗
を
そ
の
中
に
入
れ
て
、

香
ば
し
い
イ
カ
酒
を
お
ち
ょ
こ
で
呑
む

と
「
う
め
ぇ
〜
！
！
」。
さ
ら
に
熱
燗

を
数
回
繰
り
返
し
た
挙
句
、
フ
ニ
ャ
フ

ニ
ャ
に
な
っ
た
イ
カ
と
っ
く
り
を
裂
い

て
ス
ル
メ
に
し
て
、
そ
れ
を
肴さ

か
なに
締
め

の
ビ
ー
ル
を
。。。

　
そ
ん
な
昨
夜
の
こ
と
を
ぼ
ん
や
り
思

い
出
し
つ
つ
も
、
寝
ぼ
け
て
い
る
暇
は

あ
り
ま
せ
ん
。
痛
風
発
作
に
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
鎮
痛
剤
が
必
要
で
す
。
で

も
、
空
腹
の
ま
ま
鎮
痛
剤
を
飲
む
と
胃

を
痛
め
る
の
で
、
ま
ず
は
朝
食
を
摂
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ベ
ッ
ド
か
ら
出
て
、
第
一
歩
を
踏
み

出
す
と
、「
う
ぎ
ゃ
〜
、い
て
ぇ
〜
！
！
」

　
左
足
を
床
に
つ
け
た
と
た
ん
、
親
指

に
激
痛
が
走
っ
た
の
で
す
。「
風
が
吹

い
て
も
痛
い
か
ら
痛
風
と
は
う
ま
い
病

名
の
つ
け
方
だ
」
な
ん
て
感
心
し
て
い

る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仕
方
な
く
、
左
足
の
小
指
側
だ
け
を

床
に
つ
け
て
、
な
ん
と
か
歩
い
て
台
所

に
移
動
し
、
朝
食
を
摂
っ
て
鎮
痛
剤
を

飲
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
っ
と
い

う
間
に
効
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実

に
不
自
然
な
形
で
ヘ
コ
ヘ
コ
歩
い
て
診

療
所
に
行
き
ま
し
た
。

　

痛
風
発
作
の
人
っ
て
、
診
察
室
に

入
っ
て
く
る
と
き
の
そ
の
歩
き
方
だ

け
で
診
断
が
つ
く
の
で
す
。
診
察
室
で

な
く
て
も
わ
か
り
ま
す
。
駅
の
ホ
ー
ム

に
立
っ
て
い
て
、
線
路
を
挟
ん
だ
向
こ

う
側
の
ホ
ー
ム
に
片
方
の
足
の
小
指

側
だ
け
を
地
面
に
つ
け
て
不
自
然
に

歩
い
て
い
る
人
を
見
た
ら
、
痛
風
発
作

と
診
断
で
き
ま
す
。
遠
く
か
ら
歩
き
方

だ
け
を
見
て
診
断
で
き
る
数
少
な
い

病
気
で
す
。

　
診
療
所
に
入
り
、「
い
て
て
、い
て
て
」

と
言
い
つ
つ
変
な
か
っ
こ
う
で
歩
い
て

い
る
僕
の
姿
を
み
た
研
修
医
が
く
す
っ

と
笑
っ
て
一
言
。「
あ
ら
、
痛
風
で
す

か
？
」「
や
っ
ぱ
り
わ
か
る
よ
ね
」 看
護

師
た
ち
が
冷
や
や
か
な
笑
み
で
一
言
。

「
呑
み
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
よ
、
大
当
り
！
」

　

ど
う
や
ら
共
感
は
し
て
も
ら
え
な
い

よ
う
で
す
。
い
や
、
責
め
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
僕
も
痛

風
発
作
の
患
者
さ
ん
に
共
感
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
か
ら
。

　
　

人
生
初
の
“
風
が
吹
い
て
も
”
痛
い
経
験

　

目
の
前
に
痛
が
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
ど
う
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

　

人
の
痛
み
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
共
感
す
る
っ
て
、
実
は
な
か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。
同
情
し
て
も
共
感
は

難
し
く
、
共
感
で
き
る
と
し
た
ら
、

経
験
者
だ
け
で
し
ょ
う
。

　

忘
れ
も
し
な
い
１
月
19
日
火
曜
日

の
朝
。
目
覚
め
る
と
左
足
親
指
の
根

元
に
強
烈
な
痛
み
を
感
じ
ま
し
た
。 

メ
ガ
ネ
を
か
け
、 

布
団
を
取
り
去
り
、

そ
の
部
分
を
見
る
と
、
真
っ
赤
に
な
っ

て
腫
れ
あ
が
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。「
い
か
ん
。
痛
風
だ
！
」 名田庄診療所長　中村伸一

　

皆
さ
ん
、「
介
護
」
と
聞
け
ば
何

を
想
像
し
、
考
え
ま
す
か
。
多
く

の
方
は
、「
お
世
話
を
し
て
も
ら
う
」

と
い
う
こ
と
を
想
像
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
お
世
話
を

し
て
も
ら
う
」
考
え
方
と
し
て
は

間
違
い
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
介
護
」と
い
う
言
葉
の
中
に
は「
予

防
」も
含
ま
れ
て
お
り
、こ
れ
を「
介

護
予
防
」
と
言
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
、
約
10
年
後
に
は

「
団
塊
の
世
代
」
と
言
わ
れ
る
方
々

が
75
歳
以
上
と
な
り
、
医
療
・
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
急
激
に

増
加
し
、
ま
た
認
知
症
と
診
断
さ

れ
る
方
も
現
在
の
約
2
倍
に
な
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
病
気
な
ど
で
「
お
世
話
を

し
て
も
ら
う
介
護
」
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
こ
れ
ま
で
他ひ
と
ご
と
人
事
だ
と

思
っ
て
い
た
、
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
や
今
ま
で
何

気
な
く
行
っ
て
き
た
日
常
の
動
作

や
行
動
が
出
来
に
く
く
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の
人
口
が

多
く
な
れ
ば
、
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
か
か
る
費
用
や
保
険
料
な

ど
は
高
く
な
り
ま
す
。
現
在
当
施

設
で
は
、
こ
の
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
10
年
・
20
年
後
の

姿
を
想
像
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？
い
つ
ま
で
も
元
気
で
住
み
慣

れ
た
自
宅
や
地
域
で
充
実
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
か
ら
「
介

護
予
防
」
に
取
り
組
み
、
生
涯
現

役
の
元
気
な
身
体
づ
く
り
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
介
護
予
防
」
に
関
し
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
近
く
の
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
、
詳
し
い
内
容
に
関
し
て

は
、
役
場
の
介
護
福
祉
課
又
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

理学療法士

浦西　大作

こ
ち
ら

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ご
み　

☎
77
・
１
０
５
０

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。
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　私たちの周りには日常から様々な「見守り」があります。民生委員や老人クラブのように組織的

に行っている見守りだけでなく、近所との付き合い、お店での買い物、新聞や郵便の配達、バスの

乗り降りなど、日常的な事すべてが見守りにつながります。「さりげない見守り」「無理のない見守り」

ができるよう様々な協力者とネットワークを作り、あたたかな支援の輪を広げていきましょう。

「あいさつ」や「声かけ」など日頃からのお付き合いが大切です。

日頃の様子を知っていると「いつもの様子と違う事」に気づくことができます。
　　たとえば・・・
　　　□以前に比べてとても動きにくそうだ。
　　　□身なりにかまわなくなった。
　　　□外出が減り、一日中ぼうっとしている事が増えた。
　　　□ケガやあざなどが増えた。
　　　□約束した日時や場所を間違えたり、お金の管理などの失敗が増えた。
　　　□洗濯ものが何日も干しっぱなしなど家の様子がいつもと違う。

心配な事があったり、相談したい場合は・・・

　保健福祉センターなごみ　介護福祉課　　　　　　　　電話　77-2760

　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　　　電話　77-2770　

　あっとほ～むいきいき館　保健福祉室　　　　　　　    電話     67-2000

　おおい町と様々な協力事業者等が互いに連携して、高齢の方や障害をお持ちの方を、日頃から生
活の中で見守り、高齢者等が住み慣れた地域で安心して自立した生活を継続するためのネットワー

クづくりをすすめています。

地域（ご近所）

郵便局 銀行
バス等

消防署

警察署

民生委員児童委員協議会

社会福祉協議会 老人クラブ

お店など

農協（ＪＡ）

地域包括支援センター
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がっちゃんのおはなし会
28日（月）
11:00 ～ 11:30
講師　我喜屋　啓子 氏
　　　（子育てマイスター）
対象　乳幼児とその保護者
内容　わらべうた、親子ふれ
　　　あい遊び、読み聞かせ
定員　20 組
※事前申込必要　

学習講座「源氏物語講座」
10日（木）
13:30 ～ 15:00
講師　渡辺　力 氏
　　　（福井県立図書館主任司書）

 
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

☎ 77-2820 ☎ 67-3703

おひざでだっこ
17日（木）
11:00 ～ 11:20
対象　乳幼児とその保護者
内容　読み聞かせや手遊びなど
※事前申込必要

青少年愛護センター大飯支部巡回指導
15日（火）,30 日（水）17:00 ～ 17:30
場所　JR 若狭本郷駅前

布えほんサークル活動
8日（火）19:00 ～ 21:00
20 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

図書館まつり
13日（日）9:00 ～ 15:00
対象　幼児から一般
内容　幼児のおはなし会、おはなしバンザイ読み聞かせ大会、
　　　餅つき体験、古本市、英語おはなし会、けん玉教室、
　　　お手玉教室

読書会
20日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　一般、読書会会員
テキスト　『夕映え天使』
　　　浅田　次郎 著

第 32回名田庄多聞の会
「土中に眠る歴史をやさしく掘り起こす」
～考古資料から歴史を考える～
20日（日）13:30 ～ 15:30
講師　下森　弘之 氏（学芸員）

映画会
13日（日）
13:00 ～ 15:30
対象　一般
上映作品　『父と暮らせば』

親子で楽しむおはなし会
29日（火）11:00 ～ 11:30
語り手　松宮　初美 氏
対象　0歳からの乳幼児とその保護者
内容　おはなし会とわらべ歌遊び

フラメンコ教室
10日 ,24 日（木）
19:30 ～ 21:00
講師　石田　ちなみ 氏

ブックスタート
16日（水）
12:30 ～ 14:00
演じ手　大飯図書館職員等
対象　6,7 ヶ月児
場所　保健福祉センターなごみ
内容　絵本の読み聞かせ等

読み聞かせ講習会
28日（月）
13:00 ～ 14:30
講師　我喜屋　啓子 氏
　　　（子育てマイスター）
対象　一般
内容　わらべうたや読み聞か
　　　せの実演と講習
定員　20 名
※事前申込必要　

リクエスト講座
13日（日）
10:30 ～ 12:00
対象　一般、児童参加可能
内容　似顔絵クッキー作り
材料代　300 円
定員　10 組
持ち物　エプロン・手ふき
※申込締切　3月 6日（日）

　当協議会は、子どもから高齢者まで幅広い
年代に対し、生涯スポーツの振興・普及を目
指し活動しています。また、今年度は、長年
の活動が評価され、全国表彰を受賞しました。
　主な活動としては、教育委員会や体育協会
が主催するスポーツ行事への協力はもちろ
ん、協議会独自に「ニュースポーツ出前講座」

の取り組みを行っています。小学校の親子
行事や各地区のレクリエーション行事等に
ぜひとも出前講座をご活用ください。
　詳細は、各公民館に設置されているチラ
シや町ホームページをご覧ください。
（写真は「キンボール」の様子）
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3月学習掲示板学習掲示板

（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

（総合町民センター）☎ 77-1150 （ふるさと交流センター）☎ 78-1211

生生涯涯

おおいの温故知新教室
23日（水）
14:00 ～ 16:00
講師　藤田　義仁 氏
対象　一般
内容　ばんば踊り、文七踊り
　　　のルーツ

パソコン教室
5日（土）,13 日（日）9:30 ～ 11:30
19 日 ,26 日（土）13:30 ～ 15:30
対象　Windows7 ／ 8 ユーザーでパソコンを持参できる方
内容　Word で名刺、計算表等を作成
定員　10 名　※事前申込必要
参加料　300 円

公民館こどもクラブ
「マジックショー」
26日（土）
13:30 ～ 14:30
講師　谷田　吉久 氏
対象　町内幼児・小学生と保護者
内容　手品を楽しもう

暮らしの中のＤＩＹ講座
5日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　吉村　広美 氏
対象　一般
内容　水道蛇口の水漏れ修理
定員　10名　※事前申込必要

バドミントン教室
5日（土）9:00 ～
対象　教室生

時局講演会
5日（土）13:30 ～ 15:00
講師　南保　勝 氏（福井県立大学地域経済研究所教授）
対象　一般
内容　構造変化の中で求められる私たちの暮らし

ヨーガ教室
19日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　高子 氏
対象　一般
場所　あみーシャン大飯

公民館カフェ
10日 ,24 日（木）
9:00 ～ 16:00
対象　一般
内容　憩いと喫茶を楽しむセ
　　　ルフカフェ

ウクレレ教室
10日 ,24 日（木）
19:30 ～ 21:00
対象　一般
内容　初心者向けのウクレレ教室

女性の美と健康教室
20日（日）
13:30 ～ 15:30
講師　塩野　栄作 氏 他
内容　カイロプラクティック
　　　体操、日々の体のケア
準備物　体操のできる服装・
　　　　シューズ

平成 28年度おおい町スポーツ少年団員募集！！！
対象　町内小中学生
活動場所　総合運動公園、町内各小学校　他
活動内容　軟式野球、バドミントン、バレーボール、サッカー、
　　　　　卓球

　1 月 17 日（日）、第 10 回おおい町子ど
も会かるた大会を里山文化交流センターで
開催しました。
　全学年の部（学年不問）20 チーム、低
学年の部（小学 3年生以下）14 チームの
団体戦で、合計 106 名の小学生が百人一
首を取り合い、熱戦を繰り広げました。

　大会結果は、次のとおりです。
■全学年の部（優勝）小堀・成和
　（準優勝）鹿野・笹谷・万願寺 A
　（3位）三重 A　　（4位）坂本 B
■低学年の部　（優勝）小堀 A
　（準優勝）久坂 B　　（3位）久坂 A
　（4位）安川・神崎・万願寺 B

春の寄せ植え教室
27日（日）
13:30 ～ 15:30
講師　炭吉　由美子 氏
内容　春の玄関先を飾る寄せ
　　　植え
定員　10名　※事前申込必要
参加料　1,500 円

シフォンケーキ作り教室
12日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　島田　恵子 氏
対象　一般
場所　保健福祉センターなごみ
定員　10名　※事前申込必要
参加料　500 円

田舎の暮らしを楽しむ講座
12 日（土）
13:30 ～ 16:00
講師　吉田　智 氏
対象　一般（親子歓迎）
場所　きのこの森
内容　ロケットストーブ作り
定員　5名（組）
　　　※事前申込必要
参加料　500 円

ミニコンサート
27日（日）13:30 ～
出演　ホエールセッションズ
内容　活動コーナーのオープンを記念してミニコンサートを開催します。
入場料　無料
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I N F O R M A T I O N

軽自動車などの名義変更・廃車届（手続き）についてのお願い

　軽自動車税は年に一度、4月 1日現在の所有者に課税されます。次のことに該当する場合は3月 28日㈪までに届出ください。
①廃車した　②住所や氏名などが変わった
③所有者が変わった　④盗難にあった→廃車の届出をしたい　※警察に盗難届を提出し、その受理証明が必要です。

車両の種類 お問い合わせ・届出先

原動機付自転車（125cc 以下、ミニカー）

小型特殊自動車（農耕用・その他）

おおい町役場　　　税務課　☎ 77-4052

名田庄総合事務所　管理課　☎ 67-2222

軽自動車

（四輪貨物、四輪乗用、三輪車）

軽自動車検査協会　福井事務所

福井市浅水町 138-11-3　☎ 050-3816-1774

軽二輪車（125cc 超～ 250cc 以下）

小型二輪車（250cc 超）

中部運輸局　福井運輸支局

福井市西谷 1丁目 1402　☎ 050-5540-2057

◆販売内容　82 円切手 10 枚綴り

◆販売金額　1,000 円（税込）

◆販売部数　600 部限定

　※売切れの場合はご容赦ください

◆販　　売　道の駅うみんぴあ大飯
　　　　　　☎ 77-4600
　　　　　　㈱名田庄商会あきない館
　　　　　　☎ 67-2272
　　　　　　道の駅名田庄
　　　　　　☎ 67-2255

入院時食事療養標準負担額等の改定について

　入院時食事療養費の食事療養標準負担額及び入院時生活療養費の生活療養標準負担額について、入院と在宅療養の方の負担
の公平を図る観点で、現行の 1食につき 260 円が 4月 1日からは 360 円に、また平成 30 年 4月 1日からは 460 円へと引き上
げられます。
　なお、低所得に該当する方のほか、指定難病、小児慢性特定疾病患者のうち一般所得区分に該当する方などについては、現
行のまま据え置かれます。※下記は一般的な例です。

負担額（1食）

一般所得 260 円

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

210 円

低所得Ⅰ
（住民税非課税で一定所得以下）

100 円

負担額（1食）

一般所得 360 円

負担額（1食）

一般所得 460 円

（食材費）

（食材費＋調理費）

〈現行〉 〈平成 28 年度～〉 〈平成 30 年度～〉

低所得に該当する方は据え置き｝ 保健医療課
☎ 77-1155



町
人身 1件
死者 0人
傷者 1人
物損 10件

（平成 28年 1月 31日現在）

  1,263 日

I N F O R M A T I O NI N F O R M A T I O N

死亡事故 0
ゼロ

継続日数

人権悩みごと相談人権悩みごと相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

悩みごと何でも相談会
　弁護士、精神科医師、臨床心理士、
産業カウンセラー、就労支援員、自死
遺族アルメリアの会、保健師などの専
門家による個別相談会が次のとおり開
催されます。相談は無料です。
※事前に予約をお願いします。
■日時
　3月 6日㈰　13 時～ 16 時　　
■場所
　若狭健康福祉センター
　（小浜市四谷町 3-10）

嶺南振興局若狭健康福祉センター
☎ 0770-52-1300

ハンセン病にかかったことは
　　　　　　　ありませんか？
補償金の申請手続期限が迫っています

　過去にハンセン病にかかったことが
ある方には、国から補償金（和解一時
金）が支払われています。（既に亡くな
られた方、療養所に入所したことがな
い方も対象となります。）
　対象となる方は、補償金の申請手続
き期限（H28.3.31）が迫っていますの
で、次のいずれかの窓口に「ハンセン
病の補償金について」とご相談ください。

公益財団法人　沖縄県ゆうな協会
☎ 098-832-9528
法律事務所
☎ 098-938-4381
厚生労働省（難病対策課）
☎ 03-5253-1111　内線 2369

介護保険等運営協議会
委員の募集について

　高齢者福祉事業や介護保険事業につ
いて、町民の皆さんからご意見をいた
だくために、介護保険等運営協議会委
員を募集しています。
■募集人数
　2名　　
■任期
　3年間（平成 28 年度～平成 30 年度）
■応募資格
　次の要件をすべて満たす方
　①公募の日においておおい町の住民
　　の方
　②公募の日から 3年以上おおい町に
　　居住する見込の方
　③公募の日現在において満 40 才以
　　上の方
　④介護の体験あるいは福祉、保健、
　　介護について関心のある方
■応募方法
　所定の応募用紙に必要事項を記入の
　うえ、おおい町保健福祉センター内
　介護福祉課に提出してください。
■募集期間
　平成 28 年 3月 1日㈫～
　平成 28 年 3月 15 日㈫まで
　（郵送の場合は当日消印有効）
介護福祉課
☎ 77-2760

空き家バンクを活用しよう
　福井県では、全市町の空き家情報が
見られる「空き家情報バンク」を整備
しています。「ふくい空き家情報バン
ク」と検索しましょう。活用手順は次
のとおりです。
①空き家所有者は町に物件の登録申込
　みを行います。
②利用希望者はサイトを閲覧し、気に
　入った物件があれば、宅地建物取引
　業者に連絡します。
③所有者と利用希望者の双方が合意し
　た場合、宅地建物取引業者の仲介の
　もと、契約が締結します。

建設課
☎ 77-4057

　おおい町立学校給食センターでは、
平成 28 年度学校給食センター物資納
入業者に係る業者指定申請の受付を行
います。申請方法や給食センター事業
実施要項等の詳細は、おおい町立学校
給食センターまでお問い合わせくだ
さい。
給食センター
☎ 77-1322

明倫学舎舎生募集
　明倫学舎では福井県出身の男子学生
の舎生を募集しています。詳しくはお
問い合わせください。HPで舎生の生活
や行事・習慣等が参考にできます。
■選考
　3月 19 日㈯　明倫学舎
　東京都武蔵野市吉祥寺東町 3-28-16

明倫学舎
☎ 0422-22-2305

学校給食センター
物資納入業者募集

イベントサポーター大募集
　町では「イベントサポーター」を募
集しています。活動内容は、町が発信
するイベント情報を受信し、知人に
発信、そしてイベントに来場すること
です。詳しくは町のHPへ。
　町民の皆さまのご家族やお知り合い
に町外・県外の方がいらっしゃいまし
たら呼びかけのご協力をお願いいた
します。

総合政策課
☎ 77-4051
申込アドレス
seisaku@town.ohi.lg.jp
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　の審議
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　大飯発電所では、さらなる安全性向上のため、さまざまな対策
を実施しています。今回ご紹介するのは、屋外タンク  の溢水対策
です。
　地震により屋外タンクが破損し、破損箇所から漏れたタンク水
が溢れて原子炉周辺建屋に流れるのを防ぐため、屋外タンク周辺
に排水トンネルおよび排水盤を設置します。

新規制基準適合性審査状況
高浜 3号機：2月１日

高浜 4号機：3月上旬予定

大
飯
発
電
所

大
飯
発
電
所
ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

イメージ図

原子炉周辺建屋

配管
屋外タンク

破損箇所

排水トンネル

排水盤

※

※２次系でタービンを回すため、また、消火用、非常時冷却用として使用する 
　ための水を溜めておくタンクで、タンク内の水は海水を真水にした淡水です。
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  6 日  （日） 若狭高浜病院            13 日  （日）  永谷医院
20日  （日）  若狭高浜病院　  　 21日   （月）  なごみ診療所
27日  （日）  常藤内科医院　　　　   

  3月戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 28年 1月 5日から
 　  平成 28 年 2月 4日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   　名前　       　  性別　   　 保護者　         　　  住所
松宮　和

ののか

花　   　女　　 大祐・紗織　　　　笹谷

堀口　頼
よりと

人　   　男　　 勇士・知里　　　　神崎

藤原　美
みなみ

波　　   女　　 大樹・絵美　　　　名田庄口坂本

植田　旬
ときのしん

之心　   男　　 　登・美雪　　　　駅前

金本　莉
り こ

子　　   女　　 明謙・真美　　　   １２の２区

    名前         　        　年齢            性別　　    住所

政谷　歌子　　 　    　91 歳　　  女　　     名田庄堂本
ごめい福をお祈りします。

■納田終・井上・中地区 3日㈭ 11日㈮ 22日㈫ 31日㈭

■坂本・西谷地区　　 1日㈫ 10日㈭ 18日㈮ 29日㈫

■下久田・久坂・下地区 4日㈮ 15日㈫ 24日㈭

■三重・小倉・美川地区 8日㈫ 17日㈭ 25日㈮

平成 28 年 2月 1日現在　　（　）は前月比

　総人口　　　　8,482　　　　（－２）
　　男　　　　　4,160   　　　 （±０）
　　女　　　　　4,323　　　　（－２）
　世帯数　　　　3,211　　　　（±０）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

■すくすく広場（子どもたちの遊びの場）
　保健福祉センター なごみ　　　          4日㈮      10：00～
　あっとほ～む いきいき館      　          11日㈮      10：00～
■乳幼児健診　※対象者には通知します。
　保健福祉センター なごみ　　　       16日㈬     12：30～
　あっとほ～む いきいき館  　　 　    4日㈮     13：00～
■離乳食教室　※対象者には通知します。　　　 
　保健福祉センターなごみ　　　　  29日㈫    10：00～   
■ノルディックウォーキング教室
　保健福祉センター なごみ　　　       19日㈯     10：00～
　あっとほ～む いきいき館  　　 　 26日㈯     10：00～
■はぐはぐの会（子育てで心配なことがある方の育児教室）
　保健福祉センター なごみ　　             22日㈫      10：00～
■一般健康相談 
　保健福祉センターなごみ　    毎週木曜日            9：30～
　あっとほ～む いきいき館      毎週木曜日　      9：30～
■心の健康相談　※予約制
　保健福祉センター なごみ　　　       23日㈬     10：00～
　あっとほ～む いきいき館　　          23日㈬   13：30～
■ミニディケア
　あっとほ～む いきいき館　　       18日㈮　 10：00～
問い合わせ
○保健福祉センターなごみ　保健医療課　☎ 77-1155　
○あっとほ～むいきいき館　 保健福祉室　 ☎ 67-2000

小浜病院

たかさご

田中　　悠作　　　　　　　１５区
（本田）　千尋　　　　　 　  （小浜市）
中元　　健晴　　　　　　　名田庄挙野
（堀口）　尚見　　　　　　   （岡田）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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昭
和
51
年
４
月
に
開
校
、
創
立
40
周

年
の
名
田
庄
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
各

小
学
校
の
要
覧
で
す
。
校
歌
、
沿
革
、

教
育
目
標
、
学
習
計
画
、
時
間
割
、
校

地
・
校
舎
平
面
図
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
名
田
庄
図
書
館
で
は
、
昭
和
47

〜
50
年
度
の
知
三
小
学
校
、
昭
和
45
、

48
、
50
年
度
の
坂
本
小
学
校
、
昭
和

48
、
49
年
度
の
奥
名
田
小
学
校
、
昭
和

35
〜
50
年
度
の
納
田
終
小
学
校
、
出
合

小
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
沿
革
史
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
各
小
学
校
の
歴
史
、
当

時
の
学
校
教
育
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
郷
土
資
料
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
要
覧
に
は
「
子

ど
も
た
ち
が
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

　

当
時
の
学
校
教
育
の
考
え
方
と
と
も

に
、
教
師
の
児
童
に
対
す
る
真し
ん
し摯
な
愛

情
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で

す
。
こ
れ
ら
は
貴
重
な
資
料
の
た
め
館

外
へ
の
貸
出
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
了
承
の
上
、
図
書
館
内
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

編
集
　
総
合
政
策
課
　
TEL 0770-77-4051　

FAX 0770-77-1289　
E-m
ail seisaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
28
年
2
月
23
日

編
集
後
記

編
集
後
記

　

記
事
に
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ひ

な
人
形
に
ま
つ
わ
る
豆
知
識
を
▼
３

月
に
ひ
な
人
形
を
飾
る
文
化
は
、
人

形
作
り
の
技
術
が
発
達
し
た
江
戸
時

代
か
ら
の
よ
う
で
す
▼
そ
れ
ま
で
は

草
や
藁
で
つ
く
っ
た
人
形
を
川
に
流

し
て
い
ま
し
た
が
、
精
巧
・
豪
華
に

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
形
を
見

て
、
飾
る
も
の
へ
と
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
そ
う
で
す
▼

　

片
付
け
る
時
期
で
す
が
「
早
く
し

ま
わ
な
い
と
結
婚
が
遅
れ
る
」
と
い

う
の
は
早
く
片
付
け
さ
せ
る
た
め
の

迷
信
と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
実
際
早

く
片
付
け
な
い
と
人
形
が
傷
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
、
多
々
あ
る
そ
う
で
す

▼
あ
と
関
東
と
関
西
で
飾
り
方
が
違

う
そ
う
で
す
▼

関
東
：
向
か
っ
て
右
に
お
姫
様
（
女

　
　
　

雛
）
左
に
お
殿
様
（
男
雛
） 

関
西
：
向
か
っ
て
右
に
お
殿
様
（
男

　
　
　

雛
）
左
に
お
姫
様
（
女
雛
）

福
井
県
っ
て
ち
ょ
う
ど
東
と
西
の
真

ん
中
く
ら
い
で
す
が
（
や
や
西
よ
り

で
す
け
ど
）
皆
さ
ん
の
家
は
ど
ち
ら

の
飾
り
方
で
し
ょ
う
か
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
さ
さ
）

名田庄全図

な
い
強
い
印
象
の
残
る
先
生
で
あ
り
た

い
」（
知
三
）「
欠
点
は
誰
に
も
あ
る
。

し
か
し
で
き
る
だ
け
そ
の
人
の
良
い

点
を
見
ぬ
い
て
手
を
つ
な
ご
う
」（
奥

名
田
）「
一
生
に
一
度
し
か
生
れ
て
こ

な
い
子
を
大
事
に
育
て
る
」（
納
田
終
）

と
い
っ
た
職
員
信
条
や
教
育
努
力
事
項

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、児
童
の
様
子
に
つ
い
て
も「
子

ど
も
た
ち
は
純
朴
で
素
直
で
あ
る
が
、

男
子
は
女
子
に
比
べ
ピ
ン
チ
に
対
し
弱

い
。
山
村
の
子
ど
も
で
あ
る
が
、
テ
レ

ビ
も
全
戸
に
普
及
し
、
保
育
所
時
代
か

ら
敦
賀
、
京
都
等
遠
足
で
い
っ
て
い
る

の
で
、
昔
の
よ
う
に
田
舎
じ
み
た
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
り
、
常
識
も
割
合
発
達

し
て
い
る
。」（
坂
本
）、「
師
及
父
母
等

ニ
対
ス
ル
言
語
、
礼
ヲ
欠
ク
（
例
ヘ
バ

先
生
ガ
來
タ
ゾ
、
オ
ト
ツ
ア
ン
山
ヘ
行

ク
ン
コ
ノ
如
シ
）」「
思
考
考
察
力
ガ
甚

ダ
遅
レ
タ
リ
」（
出
合
）
な
ど
率
直
に

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。


